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３月１３日　中央公園（テンパーク）
３月２０日　天文館『そら猫』同ビル５階　   

３月２７日　中央公園（テンパーク）

· 犬猫譲渡会は毎月下記予定で開催です。


第２第４日曜日：中央公園（テンパーク）
第３日曜日：天文館『そら猫』同ビル５階　  　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　  　

時間：午前10時～午後3時(変更有り)
                                    　　　注）中央公園での開催は、悪天候の場合、
直前で中止になる場合があります。

※譲渡会では、飼い主のいない猫(野良猫)の不妊手術、里親探し、地域猫についてのご相談を受け付けております。 
捕獲のむずかしい猫の場合、トラップケージ(捕獲機)の貸出をしております。

貸出をご希望の方は、事前にご連絡下さい。

０９０－８７６０－２０９２
（９：００～２０：００）
会で行った不妊手術数：7,611匹(2/26現在)
　　　　　　　　　　　　

ベストパートナー
昨年7月２０日我が家の愛犬「チェリー」が虹の橋を渡って行った。２０年前会社の前で交通事故に遭い悲鳴をあげていたのを保護したのが出会いだった。当時マンションで１０匹の猫と暮らしていて、遠慮なく暮らせる場所をと戸建を建築中で、あと１ヶ月で入居と言う時期だった。保護した時点で既に成犬、２～３歳くらいだろうとの獣医さんの見立てだった。生理中で首輪もしていたが、誰も探している様子はなかった。避妊手術も終えて一緒に引っ越し、私の４０代～６０代の２０年を共に生きてきた。
その後共生の会を立ち上げる事になり、我が家には最高で４５匹の猫が暮らす事になったが、「チェリー」はそんな私にとって本当にベストパートナーだった。どんな猫達にも優しく接し、自分自身は一度も出産の経験はなかったはずなのに、子猫はお尻を舐めて排泄物の処理もしてくれる天性の母性溢れる子だった。散歩の途中子猫の声を聴きつけて何匹保護したろう。カラスに襲われている子猫を救助した事もあった。
又仕事をしながらこの活動を続けていると、楽天的で元気な私でも落ち込む事もあったが、そんな時すぐに私の異変を察して、黙って座っていると手を膝に乗せて「お母さん、どうしたの？」と言うように顔を覗き込んできた。私が「今日はね、嫌な事があって・・」とか「嫌な奴がいてね・・・」と語り始めると、「うん、うん」と聞いてくれた。彼女程悩みを打ち明けるに最適な存在はないだろう。だってどんな事を話しても、どんなに他人の悪口を言っても、一切他言しない、口の固～い子だもの。柴の雑種で健康で病院に行ったのは５回くらい。車を非常に嫌がるので、先生の車に乗せて行くと、見えなくなるまで後部座席の窓からこちらを見ている姿に胸が痛かった。病院でもずっと泣き通しで、先生から「杉木さん、この子は入院は無理だね。」と言われ最後まで入院もせずに頑張ってくれた。
２０年間毎朝夕散歩は欠かさず、台風と雪で３回本人がもう行かないと意思表示をしただけだった。お蔭で私は毎日季節の移ろいを感じながら「チェリー」と二人きりの会話を楽しむ事ができた。何しろ猫の数が多く、チェリーだけに割ける時間は限られていたから。
亡くなる３年ほど前から白内障で目が不自由になり、耳も殆ど聞こえなくなった。でも足腰が丈夫で亡くなる３ヶ月前まで散歩した。室内での生活になり、外でしか排泄をしない子だったので、部屋中にペットシーツを敷き詰めた中、猫８匹との生活だった。
　１ヶ月寝たきりになり、高齢のせいか、文字通り枯れ木が倒れるような苦しみもない大往生だった。出勤したあと帰宅するまでの間に一人で逝かせたら辛いので、聞こえない耳に口を寄せて「お母さんが家にいる間に逝くんだよ」と言い続けていたが、その言葉通りに出勤前２０分に息をひきとってくれた。見事な往生に「お母さんもチェリーのように死にたいよ」と褒めてやった。先生からも「獣医になってこんなに長生きをしたワンコは初めてだったよ」との言葉を貰った。馴れ親しんだ部屋で、猫達に囲まれ、口から取れる間は何でも食べさせ、最後はスポーツドリンク。綺麗な姿で棺に収まり、たくさんの花を添えて、猫達と一緒に通夜をした。
今は小さな骨となって我が家のリビングの１等席で守り神として見守っていてくれる。小さい頃から動物好きで、子供ながら大人になったら動物を救う運動をしたいと願っていた私、そんな私にとってチェリーは神様が遣わしてくれたベストパートナーだった。居なくなったリビングは急に広く感じられる。
でもペットロスにはならない。私にはまだまだ救わなければならない子達が大勢いるし、それはチェリーを悲しませる事になるから。姿は無くても傍に彼女を感じる毎日を過ごしている。そんな彼女と出会えた私は幸福者だ。チェリー、いつか虹の橋の袂で又会おうね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～杉木 和子～


～大切な仲間～
手を怖がる犬は手で叩かれ育てられた犬。足を怖がる犬は足で蹴られて育てられた犬。
棒を怖がる犬は棒で叩かれて育てられた犬・・・と勝手に思ってしまう。
以前自分のパートナーだったボタン(ウェスティ)は一歳前にうちにやってきた。
雨靴を見ると異常に吠え怯えた。
手を出して怯える犬の飼い主をみていると、やたらと手で叩く。
うちは２匹とも叩かずに殴らず蹴らずしつけた。
通じると思うか思わないの違い。
なにか粗相があっても飼われた犬は一切悪くない。悪いのは飼い主のあなた。
あなたがカタチを変えて犬になったようなもの。
だからもっと優しく接して叩く手を撫でる手にかえて欲しい。
犬は叩かれてもあなたを慕ってくる。
それはあなたを仲間だと思っているし家族だと思ってるから。

だからあなたも同じように思って欲しい。
きっと通じるよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～岩元　哲彦～　　
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犬猫譲渡会・決定数


１２月２１日～１２月２７日


成猫３匹


１月１０日


成猫２匹


１月１７日


成猫１匹・子猫２匹


１月１８日～１月３１日


成猫１０匹・子猫５匹


２月１日～２月１４日


成猫１４匹・子猫１匹


２月２１日


成猫１匹・子猫１匹





合計譲渡数：４,２８８匹


猫：３,４２５匹


犬： 　８６３匹

















鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC：ロータリー地域社会共同隊　


http://www.dog-cat-kagoshima.org/





























〒892-0816


鹿児島市山下町15-1


かごしま市民福祉プラザ内


メールボックス11番


TEL 090－8760－2092








平成2８年１・２月号
























































